
 

  

 

 

 

２０２１年１２月２２日 

ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社 

 

「仕事に対する価値観の変容に関する意識調査」を実施 

 

 ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社（グループＣＥＯ執行役社長：櫻田 謙悟）は、「仕事に対する価

値観の変容に関する意識調査」を実施しましたので、その結果を公表します。 

 

１．調査の背景 

新型コロナウイルスにより、あらゆることに対する価値観が変容しました。例えば、今まで当たり前の

ように出社し、リアルなコミュニケーションを取りながら仕事をするという業務スタイルが根底から覆

されました。テレワーク、混雑を避けるための時差出勤、オンライン会議、リアルなコミュニケーション

や、外出・旅行の自粛、巣ごもり時間の拡大等を経て、自身の仕事への向き合い方、人生における仕事の

位置づけに変化が見られていると言われています。 

この度、コロナ禍で日本が直面した「働き方」に対する価値観の変容を確認するため、本調査を実施す

ることにしました。 

 

２．調査概要 

（１）調査期間：２０２１年１１月１７日～１１月１８日 

（２）調査方法：インターネットアンケート調査 

（３）調査対象：全国在住の仕事に従事している２０歳以上の男女 

（４）回答者数：１，０５５人 

 ２０歳～２９歳 ３０歳～３９歳 ４０歳～４９歳 ５０歳～５９歳 ６０歳以上 

男性 ３１人 ８９人 ２０５人 ４９５人 ３９人 

女性 ２２人 ４９人 ５２人 ６７人 ６人 

合計 ５３人 １３８人 ２５７人 ５６２人 ４５人 

 

３．調査結果のポイント 

■コロナ禍において、４４．４％の方が仕事に対する価値観に変化があったと回答しています。そのう

ちの半数以上がポジティブな変化だと評価しており、コロナ禍がもたらしたものが必ずしもネガテ

ィブな面だけではないことがわかりました。（Ｑ１・Ｑ２） 

■コロナ禍での働き方の変化により、以前よりも「プライベートの活動」、「暮らし」、「家族」といった

生活に密接なものを重視するようになった傾向がみられました。（Ｑ３） 

■５５．２％の方はコロナ禍においても生産性に変化がないことがわかりました。また、コロナ禍での

働き方の変化により、１７．２％が仕事の生産性が「向上した」と回答する一方、２５．１％が「悪

化した」と回答しており、生産性向上に課題があることがわかりました。（Ｑ５） 

■働くうえで幸福と感じるものとして、「給与」、「労働時間」、「休み」といった待遇面・労働環境に関

する項目が上位を占める中で、「自身の役割を理解し、仕事にやりがいをもっている」という内面的

な要素も多く選ばれています。（Ｑ７） 

  



４．調査結果 

Ｑ１．コロナ禍において、仕事に対する価値観・考え方・向き合い方に変化はありましたか？ 

・４４．４％の方が、仕事に対する価値観・考え方・向き合い方に変化があったと回答しています。 

・年代別でみると３０代以下の方に「大きく変わった」「どちらかと言えば変わった」と受け止めてい

る傾向が強く出ており、年代が上がるほどその傾向が弱くなっていくことがわかりました。 

（回答者数：１，０５５人・単一選択） 

 

 

Ｑ２．その変化はポジティブな変化でしたか？ネガティブな変化でしたか？  

・半数以上がポジティブな変化だと評価しており、コロナ禍がもたらしたものが必ずしもネガティブ

な面だけではないことがわかりました。 

（回答者数：４６９人・単一選択・Ｑ１で「大きく変わった」「どちらかと言えば変わった」と回答した方） 
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Ｑ３．コロナ禍での働き方の変化により、何を以前よりも重視したいと思うようになりましたか？  

・コロナ禍での働き方の変化により、以前よりも「プライベートの活動」、「暮らし」、「家族」といった

生活に密接なものを重視するようになった傾向がみられました。 

・コロナ禍による仕事に対する価値観・考え方・向き合い方の変化をポジティブに受け止めている方、

ネガティブに受け止めている方ともに重視する内容の傾向に大きな差はありませんが、変化をポジ

ティブに受け止めている方のほうが、より多くの要素を重視するようになっていることがわかりま

した。 

（回答者数：３８０人・複数選択・Ｑ２で「どちらとも言えない」と回答した方を除く） 
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Ｑ４．コロナ禍において、時間の使い方がどう変わったか教えてください。 

・「家事」、「育児」、「家族との団らん」といった家族に関することや、「自己研鑽」、「投資」、「趣味」と

いった自身にかける時間が増えており、コロナ禍により巣ごもり時間が増加した影響がうかがええ

ます。 

・「仕事（出社）」、「職場のメンバーとのコミュニケーション」、「友人・知人とのコミュニケーション」

といった人とのリアルな接点に関する時間が顕著に減っていることがわかります。 

（回答者数：１，０５５人・単一選択・「当てはまらない」と回答した人を除外） 
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Ｑ５．コロナ禍において、仕事の生産性に変化がありましたか？  

・５５．２％の方はコロナ禍においても生産性に変化がないことがわかりました。 

・コロナ禍での働き方の変化により、１７．２％が仕事の生産性が向上したと回答する一方、２５．

１％が悪化したと回答しており、生産性向上に課題があることがわかりました。 

（回答者数：１，０２９人・単一選択・「当てはまらない」と回答した人を除外） 

 

 

Ｑ６．Ｑ５の回答に結び付いた項目を選択してください。 

・生産性が向上した要因として、「オフィス移転・最適化」、「捺印レス」、「デジタル技術の活用」、「ペ

ーパーレス」が上位に挙がっています。 

・生産性が悪化した要因は「業務の見直し」がトップとなっており、コロナ禍で見直した業務内容の適

切性を組織として検証する必要があると考えられます。 

・「テレビ会議」、「テレワーク」は生産性が向上・悪化した方いずれも同水準の回答がありました。職

種や業務内容によって効果に濃淡があるため、画一的な導入は効果的ではないと考えられます。 

（回答者数：４４７人・複数選択・Ｑ５で「変わらない」と回答した人以外）
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Ｑ７．働くうえで幸福（Wellbeing）と感じるものを選択してください。 

・「給与」、「労働時間」、「休み」といった待遇面・労働環境に関する項目が上位を占める中で、「自身の

役割を理解し、仕事にやりがいをもっている」という内面的な要素も多く選ばれています。 

・５人に１人は「特にない／わからない」と回答しており、仕事を通じて幸福を感じてもらう取組み、

従業員への働きかけが必要と考えられます。 

・Ｑ２において、コロナ禍で仕事に対する価値観・考え方・向き合い方の変化をポジティブと捉えてい

る方のほうが多くの項目で幸福（Wellbeing）を感じ、ネガティブと捉えている方のほうが選択する

項目が少ない、「特にない／わからない」を選択する傾向にあることがわかりました。 

（回答者数：１，０５５人・複数選択） 
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５．専門家コメント 

ＳＯＭＰＯ未来研究所 

ワーク・エコノミックグロースグループ 

主任研究員 大島 由佳 

 

新型コロナウイルスの感染拡大は、従来の働き方や仕事に対する価値観を大きく変化させました。

今回の調査結果からは、コロナ禍により短期間で変化を余儀なくされた人々の今後の働き方と企業に

求められる姿勢を考えるうえで、３点見えてきました。 

 

１点目は、仕事に対する価値観の変化です（Ｑ１）。変化は４割超の人にあり、その半数以上がポジ

ティブな変化でした（Ｑ２）。変化をポジティブに捉える人の場合、以前よりも重視したい項目には、

「プライベートの活動」、「暮らし」、「家族」といった生活に密接な要素のほか、「働く意義・目的」、「社

会とのつながり」、「今の仕事」、「将来的なキャリア」といった社会や仕事との関わりも挙がっています

（Ｑ３）。そのような人々が今後、より重視するようになった要素に基づき、働き方や仕事、暮らし方

を見直す可能性が考えられます。一方で、仕事に対する価値観がネガティブに変化した人が約３割を

占めた点も見逃せないでしょう（Ｑ１・Ｑ２）。 

 

２点目は、時間の使い方の変化です。家族や自身にかける時間が増加した一方、職場のメンバーや友

人・知人とのコミュニケーションなどの時間が減少しました（Ｑ４）。今回同時に行った調査（Ｑ７）

では、働く上で幸福（Wellbeing）と感じる要素について、仕事に対する価値観等の変化をポジティブ

に捉える人が挙げた上位には、「多様な人材、多様な働き方の人と一緒に働いている」、「同僚とのコミ

ュニケーションが活発」があります。働き方が以前と同じには戻らないのであれば、企業は新しい働き

方に適した形で職場メンバーとのコミュニケーションの向上を実現する必要があると言えます。 

 

３点目は、仕事の生産性の変化には個人差があることです（Ｑ５）。向上した人の要因と悪化した人

の要因の順位が逆になっている点は興味深いです（Ｑ６）。悪化要因の上位および向上要因の下位は「業

務の見直し」、「テレワーク」、「テレビ会議」、「業界固有ルールの見直し」でした。生産性が向上した人

は、インフラが整えばテレワークやテレビ会議での業務遂行に移行しやすい業務内容や職種、生活環

境だったと考えられます。一方、生産性が悪化した人は、テレワークやテレビ会議では業務遂行しにく

い業務内容や職種、あるいは生活環境などの他の要因があると思われます。テレワークやテレビ会議

は一律に推進するのではなく、職種や業務などの特性に応じた活用が望ましいと言えます。 

 

これからは、コロナ禍で変化した価値観に従い、人々が働き方や暮らし方を変化させていく段階に

進む可能性が考えられます。価値観、時間の使い方、生産性などの変化がポジティブかネガティブかは

人により違いますが、いずれも重要です。企業は人々を惹きつけ活躍してもらうため、働く人々が自己

の価値観や生活環境などに照らして共感できる施策や情報発信、働く人の多様性を前提に一人ひとり

に応じたコミュニケーションや選択肢が求められます。 

以上 


